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gaaand babqtdasb sandasb said bada qaab dafb nadapb
沖ではあるが領域が少し成長した。日による成長はあったが元の、

様々な長期の争いで人は多くはなかった。

daqdar daqaadar batdar qab saum sbadasar nadafaadaum
自立農地は自立的な農地で、多くの農地は地震で指導者の

古い出入りの土地は、長期の家ではなかった。

nadaqaadar aadar fadaum aadaum sdaum saatdasaid sand
自立的で無い農地の幾らかの農地は遠い家で、所有家が集まった家だった。

幾らかの出入りの手助けの国土だった。

kaadar sbadar bfbada said sand aadassaum
岸の農地は古い農地で、新しい契約で元の

国土に放置された指導者だった。

nadafaab nadaqaab sand
何時もではないが無自立的な国土であった。
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gaada faatb aatsb
沖の長期の国に国を加えた。

dafdaum saum daum said
豊かな家は家が集まり、家に日光があった。

nadaar sand sazi
小さくない土地と国土はまとめられた。

sbfaadar sarb
手入れをした良い農地は安全になった。

saadar fadasand
幾らかの農地に辛い争いがあった。

badak aaqadaumd
基本は家が離れる指導だった。

badasand fadaum
争いに従い辛い家となった。

dafaadardaum said sand fab
長期的な農地や家の元の国土は辛い人だった。

kaatb nadafbatb sand fak
岸辺の国は豊かでなく変化し国土は無くなった後だった。

nadaqaab nadafdaum sdanr daum
無自立的で豊かでない家は、苦労する家であった。( r → d とした)

dafaadaum aatb kdafb
長期の家には人が増え後に争った。

aadaqtdaum saadafb
幾らかの統治家ではいろいろ争い、

sand badabab
よく見ると悪い勢力だった。

sdaum saadaumsad
集まった家は幾らかの家で固くなった。


